啓林館　新編化学Ⅰ改訂版(化Ⅰ020)　観点一覧

＜内容の難易度＞
・基本事項を中心に無理なく学習を進めることができる程度の内容が扱われている。

・センター試験程度の内容については，もれなくカバーされている。

・発展的な学習内容の扱いは，最小限にとどめられている。
＜内容の取り扱い＞
・文章での説明は簡潔に記述され，関連するカラーの図や写真が本文ページに数多く配置されており，視覚的な理解が進むよう配慮されている。

・はじめて学ぶイオンについては，イオン飲料という身近な題材を取り上げることによって学習意欲を喚起する配慮がされている。

・反応熱を利用した製品，菓子類の脱酸素剤，いろいろな電気製品に使われている電池など，身近なものと化学との関連を意識させる題材が数多く扱われている。

・分子式やイオン式，化学反応式の量的関係などの基本事項や重要事項は，黄色の掲示板形式の図でまとめられており，生徒が学習のポイントをつかみやすいよう工夫されている。

・無機物質・有機化合物の部では，金属イオンの反応やアルデヒドの還元性などの呈色する反応を中心に，実験の写真が数多く配置されており，学習効果を高めることができる。

・原子の相対質量やモルの概念など抽象的な概念を説明する箇所では，イラストで例示することによって生徒の理解を助けるよう工夫がされている。

・数量関係を扱う問題の前には例題を適宜配置してあり，生徒が自学自習しやすいよう配慮されている。

・地球環境と化学との関連については，後見返しで図や写真とともに解説されており，資料としても利用できるようになっている。

・本文だけでなく，日常生活と関わりが深く，興味をもてるような内容は「章末のコラム」として章末ごとに取り上げられ，また，本文をさらに深めるための内容は「化学の広場」として適宜取り上げられている。
＜単元の構成・配列及び分量＞
・各項目がページの頭から始まっており，見やすさとともに，授業の区切りをつけやすい構成になっている。

・序章の化学とその役割では，化学という学問のガイダンスとともに，化学によってつくり出されたもののプラス面とマイナス面を生徒に気づかせ，自ら興味とともに問題意識をもって第１部以降の学習に入れるよう配置されている。

・前半の物質の構成・変化の部で扱われている理論・反応は，基本的で重要なものに精選されており，また，後半の無機物質・有機化合物の部で扱われている具体的な物質も，基本的なものにとどめており，全体として無理なく３単位で終われる分量になっている。

・本文の内容を確認する実験については同一ページに掲載されており，また，部末には各テーマ２ページ構成で探究活動が配置されており，いずれも必要に応じて適宜利用できるように構成されている。

＜その他＞
・紙の色が白く，多数あるカラーの図表や写真が非常に鮮明である．

・本文中の太字や重要な用語などに，適宜ふりがなをつける配慮がされている。

・実験についての基本事項や基本操作などを中心に，巻末の資料が充実している。

・章末問題の解答が巻末についていて，生徒が自学自習できるように配慮されている。
・分子の構造の理解に役立つ付録「簡易分子モデル作成カード」がついている。
